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こうりん 平成 24年 1月 1日第 70号　

　檀信徒各位
御
ぎ ょ き ほ う よ う

忌法要のご案内
　
　聖　名　新年明けましておめでとうございます。
  今年もよろしくお願い申し上げます。　　
さて、例年 1月の「御

ぎょきほうよう

忌法要」を迎えることになりました。
　日本のお念仏の元祖、浄土宗開祖（法

ほうねんしょうにん

然上人）の祥
しょうつきめいにち

月命日に
 あたる 1月 25日の法要です。
　浄土宗久留米門中寺院ご出仕のもとに、下記の通り勤めます。
ご多忙の折柄、恐縮乍ら、何卒万障お繰り合わせご参詣下さい
ますよう、ご案内申し上げます。　　　　　　　　　　合　掌

平成 24年 1月上浣
　　　　　　　　　　　　　　　無量寺　住職　堤　俊翁　拝

記

※期　日　平成 24年 1月 25日（水）

※時　間   午後 1時より　法　要 、御　回　向
　　　  午後 2時より　法　話　
　　　　　　　　　　 
※布教師　山上　光俊師　　　  

　  ※ご回向料　
　　　  普通回向　　　1霊　1,000 円以上
　　　  
　　　　
※お供え米、お供え米料　随意ご志納下さい。

　　　　　  毎日の本尊様のお供え、お花代等にさせていただきます。
      
　  ※郵便振替等で申し込まれる方も位牌型をお送り下さい。 
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十
四
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殿
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七
回
忌

平
成
十
八
年

吉

原　

昭

二　

殿

山
下　

忠
左
衛　

殿

田
中　

カ
ズ
ヱ　

殿

富

澤　

守　

殿

木

本　

伸

男　

殿

緒

方　

司

郎　

殿

広

木　

京

子　

殿

齋

田　

勇　

殿

熊

丸　

明
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殿

立
石　

ツ
ル
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殿

田
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房

三　

殿

吉

田　
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殿

多
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幸
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福
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大
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松
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久
仁
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澤　

房

雄　

殿

下

川　

和

則　

殿

深
町　

ヤ
エ
子　

殿

笠
　

始
　

殿

藤

井　

昭

治　

殿

龍

頭　

清

次　

殿

大
中　

ケ
イ
子　

殿

田
中　

チ
ツ
子　

殿

木
下　

万
作
子　

殿

杉　

カ

メ

ノ　

殿

高

田　

勲

夫　

殿

武

田　

麓　

殿

西

尾　

誠　

殿

坂

井　

文　

殿

佐
藤　

東
喜
彦　

殿

諸
藤　

サ
ワ
ノ　

殿

島

生　

忠

夫　

殿

中
尾　

フ
サ
ヱ　

殿

浅

井　

尚

門　

殿

重
松　

フ
ミ
ヱ　

殿

武

田　

英

一　

殿

古

賀　

肇　

殿

呰　

孝

之　

殿

山

崎　

安

宏　

殿

高

田　

正

俊　

殿

笠

原　

孝

子　

殿

木

下　

隆

人　

殿

十
三
回
忌

平
成
十
二
年

山

崎　

忠

芳　

殿

井

上  

正

幸　

殿



3

こうりん 平成 24年 1月 1日第 70号　

吉
田　

秀
子　

殿

中
村　

ト
ミ
子　

殿

篠
原　

盛
義　

殿

池
田　

義
雄　

殿

中

野  

英

典　

殿

井
上　

ヤ
ヱ
子　

殿

呰　

知

美　

殿

中
原　

和
子　

殿

鞍
打　

定
子　

殿

古
賀　

征
男　

殿

笠　

政

雄　

殿

宮
崎　

ア
サ
エ　

殿

原
口　

正
敏　

殿

中
野　

よ
し　

殿

笠　

ノ
ブ
子　

殿

木

下　

進　

殿

橋
元　

光
枝　

殿

笠　

芳

男　

殿

平
木　

三
郎　

殿

井
手　

ヒ
ト
ヱ　

殿

川
村　

佳
子　

殿

大
塚　

清
子　

殿

西

村 
 

実　

殿

牛

島　

猛　

殿

笠　

イ
サ
ヲ　

殿

内
田　

律
夫　

殿

江
頭  

ノ
ブ
子　

殿

野
村　

泰
雄　

殿

大
石　

磐
根　

殿

弓
削　

良
一　

殿

倉
重　

祥
弘　

殿

野
田　

二
喜
恵　

殿

平
木　

五
男　

殿

青
木　

ト
モ
ヱ　

殿

緒
方　

チ
ヨ
子　

殿

野
村　

信
雄　

殿

平
田　

ス
ミ
ヱ　

殿

弓
削　

不
二
男　

殿

十
七
回
忌

平
成
八
年

緒
方　

光
男　

殿

山

下  

健

一　

殿

笠　

光

子　

殿

牛
島　

一
代　

殿

川
原　

竹
子　

殿

池
田　

は
つ
ね　

殿

藤
野　

ヨ
シ
エ　

殿

町
野　

千
賀
恵　

殿

笠
　

勇
　

殿

日
比
生　

太
助　

殿

成
富　

モ
モ
エ　

殿

近
藤　

秀
雄　

殿

秋
山　

龍
也　

殿

山
田　

花
子　

殿

大
塚　

敏
子　

殿

井

手　

定　

殿

津
福  

ツ
ギ
エ　

殿

山
口  

菊
太
郎　

殿

坂
井　

ト
シ
子　

殿

野

田　

ト

ヨ　

殿

稲
吉　

ユ
キ
エ　

殿

倉

重　

京

子　

殿

熊
本　

儀
三
郎　

殿

小

川　

恵

子　

殿

笠
　

守
　

殿

鶴

田　

政

子　

殿

執

行　

文

子　

殿

上

野  

開

三　

殿

中

原  

鶴

次　

殿

森

田  

照

夫　

殿

海

田　

浩

明　

殿

坂
井　

辰
一
子
殿

荒
木　

ス
ミ
カ　

殿

重

松　

偲　

殿

池
田　

ヨ
シ
ノ　

殿

久

富　

靖

男　

殿

古
賀　

マ
ス
ヨ　

殿

森

田　

エ

ミ　

殿

浅

田  

義

幸　

殿

笠　

輝

昭　

殿

二
十
五
回
忌

昭
和
六
十
三
年

山
口　

ふ
み
子　

殿

北

村　

只

次　

殿

岡

野　

太

郎　

殿

笠

井　

ト

ミ　

殿

西
尾　
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殿

田
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殿

中

園　

稔　

殿
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殿
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熊
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吉
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子　

殿

三
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恒
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殿

中
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幸
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殿

岡
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和
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殿

山
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殿

生
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殿

深
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殿

岡
野　

キ
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殿
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岩　
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矩
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殿

中

島　

勝
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殿
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子　

殿
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殿
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殿
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薫　

殿

坂
井　

イ
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殿

石
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シ
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殿

三
十
三
回
忌

昭
和
五
十
五
年

本

村　

正　

殿

木

下　

秀

見　

殿

酒
見　

テ
ル
オ　

殿

古
賀　

ミ
ド
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殿

中

原　

熊
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殿

武
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タ
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井
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殿
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殿

田
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殿
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笠　
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殿

山
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殿

藤

戸　

コ
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殿
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万
亀
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殿
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ツ
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殿

山

口　

寒
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殿

古

賀　

重
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殿

廣

瀬　

学　

殿

森　

寛
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殿

星
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長
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殿

水
田　
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ス
ズ　

殿

北
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志
保
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殿

田

中　

ヒ

サ　

殿

熊
本　

き
ぬ
え　

殿

光
安　

八
百
吉　

殿

笠　

庄

太

郎　

殿

下
川　

マ
サ
ヨ　

殿

橋

口　

巌　

殿

永

松　

春

枝　

殿

森
山　

シ
ヅ
エ　

殿

柴

田　

登　

殿

中

原　

ト

リ　

殿

笠

原　

和
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殿

熊
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福
次
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五
十
回
忌

昭
和
三
十
八
年

原

田　

哲

哉　

殿

笠　

岩

太　

殿

島

岡　

ゐ

の　

殿

鹿

児

島　

優　

殿

秋
山　

猪
之
助　

殿

田
中　

欽
二
郎　

殿

福
井　

谷
五
郎　

殿

柳

瀬　

熊

太　

殿

熊
丸　

ワ
カ
ノ　

殿

岡

崎　

和

元　

殿

深

野　

萬

蔵　

殿

倉
富　

マ
ツ
エ　

殿

坂

井　

ツ

ル　

殿

木

下　

和

子　

殿

藤

吉　

美

義　

殿

江
崎　

チ
ヨ
ノ　

殿

岡

野　

美

枝　

殿

北

島　

サ

メ　

殿

柴

田　

岩

男　

殿

吉

田　

俊

秀　

殿

井

手　

モ

ト　

殿

田
島　

シ
ズ
子　

殿

笠　

浅

二　

殿

猪
山　

治
次
郎　

殿

吉　

田　

勝　

殿

下
川　

真
佐
子　

殿

　

釈
尊
の
生
涯

　

若
者
た
ち
と
の
会
話

ウ
ル
ヴ
ィ
ル
ヴ
ァ
ー

へ
と
向
か
っ
た
釈
尊
の

一
行
は
、
そ
の
途
中
、

林
の
な
か
で
休
息
し
て

い
る
と
、
盗
み
を
し
て

姿
を
く
ら
ま
し
た
同
行

の
女
を
さ
が
し
て
い
る

五
人
の
若
者
に
出
会
っ

た
。

そ
の
女
の
行
方
を
尋

ね
ら
れ
た
釈
尊
は
「
女

を
さ
が
す
こ
と
と
、
自

分
自
身
を
さ
が
す
こ
と

と
、
ど
ち
ら
が
大
事
だ

と
考
え
る
か
？
」
と
逆

に
問
返
さ
れ
た
。

釈
尊
は
「
人
は
己
よ

り
も
愛
し
い
も
の
を
見

出
す
こ
と
は
で
き
な

い
」
こ
と
を
語
り
、
さ

ら
に
真
実
の
自
己
の
形

成
に
つ
い
て
「
自
己
の

よ
り
ど
こ
ろ
は
自
己
の

み
で
あ
る
。

他
に
い
か
な
る
よ
り

ど
こ
ろ
が
あ
ろ
う
か
。

自
己
を
よ
く
と
と
の
え

ら
れ
た
と
き
、
人
は
得

が
た
い
よ
り
ど
こ
ろ
を

得
る
で
あ
ろ
う
」
と
教

え
ら
れ
た
。

2 月 15 日は涅槃会

原
田　

マ
ス
ヨ　

殿

川

野　

嘉

彦　

殿

林
田　

マ
サ
エ　

殿

笠　

仁

三

郎　

殿

原
田　

善
次
郎　

殿

中

原　

重

利　

殿

笠
原　

オ
カ
ノ　

殿

中

原　

ハ

ル　

殿

尾

関　

康

司　

殿

野
村　

美
智
枝　

殿

加

藤　

明

芳　

殿

赤

司　

照

子　

殿

笠　

ム

メ

ノ　

殿

町

野　

茂　

殿

稲

益　

太

郎　

殿

中

野　

ナ

ル　

殿

荒

木　

ミ

ツ　

殿

松

石　

保

蔵　

殿

笠　

佐

次

郎　

殿

龍
頭　

喜
三
郎　

殿

佐

藤　

彌

吉　

殿

髙
田　

ツ
マ
ヨ　

殿

右
、
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。

な
お
、
既
に
奉
修

済
み
の
方
も
記
載

し
て
お
り
ま
す
。

先
祖
回
向
は
救
わ
れ
る

人
生
の
大
道
で
す
。

ご
先
祖
が
喜
ば
れ
て
こ

そ
、
皆
さ
ん
の
喜
び
も
あ

り
ま
す
。

年
忌
は
亡
く
な
っ
た

人
の
た
め
の
追
善
回

向
で
す
。
回
向
と
は

言
葉
通
り
、「
回
し
向

け
る
」
こ
と
で
法
要

の
中
で
読
ん
だ
お
経

や
念
佛
の
功
徳
を
亡

き
人
の
た
め
に
差
し

向
け
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
亡

き
人
も
残
っ
た
人
も

と
も
に
阿
弥
陀
さ
ま

の
光
明
の
中
に
お
守

り
い
た
だ
く
、
お
導

き
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

一
応
、
五
十
回
忌
で

年
忌
法
要
は
終
わ
り

ま
す
。
お
位
牌
等
も

先
祖
代
々
の
お
位
牌

と
一
緒
に
し
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
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法
然
上
人
絵
伝　
　

第
一
巻
第
四
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勢
至
丸
の
父
・
時
国
、
源
内
武
者
定
明
の
夜
討
ち
に
遭
う

四
十
八
巻
伝
に
よ
る
と
、
漆
間
時
国
は
家

柄
の
よ
さ
を
鼻
に
か
け
、
稲
岡
庄
の
預
所
で

あ
っ
た
明
石
定
明
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
定
明
は
保
遠
七
年
の
春
、
時
国

の
屋
形
に
夜
討
ち
を
か
け
た
。
不
意
に
襲
わ

れ
た
の
で
屋
形
は
一
瞬
の
う
ち
に
修
羅
場
と

な
っ
た
。

こ
の
と
き
勢
至
丸
は
九
歳
で
あ
っ
た
。
急

い
で
逃
げ
、
物
陰
に
隠
れ
た
。
す
き
間
か
ら

覗
く
と
、
父
と
交
戦
し
て
い
る
定
明
の
姿
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
勢
至
丸
は
小
さ
な
弓
に
矢

を
つ
が
え
て
放
つ
と
、
矢
は
定
明
の
眉
間
に

命
中
し
た
。

こ
の
矢
傷
が
目
印
と
な
り
、
時
国
の
親
族

に
仇
討
ち
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
定
明
は
姿

を
く
ら
ま
し
た
。
勢
至
丸
の
武
勇
談
は
広
ま

り
、「
小
矢
児
こ
や
ち
ご
」
と
し
て
人
々
に

も
て
は
や
さ
れ
た
と
い
う
。

定
明
夜
討
ち
の
図
は
四
十
八
巻
伝
の
な
か

で
も
最
も
迫
力
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
時
国
の

屋
形
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
時
国
の
居
室

に
は
畳
が
敷
か
れ
、ふ
ち
ど
り
の
あ
る
浜
松
、

龍
田
川
の
障
子
絵
で
飾
ら
れ
、
奥
の
部
屋
は

難
波
江
や
花
菱
文
様
の
障
子
絵
が
入
れ
ら
れ

て
あ
る
。
そ
こ
に
は
女
性
達
が
右
往
左
往
し

て
逃
げ
惑
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
侍
女
に

つ
き
そ
わ
れ
て
難
を
さ
け
よ
う
と
し
て
い
る

の
は
時
国
の
夫
人
で
あ
ろ
う
か
？

法
然
上
人
は
稲
岡
庄
で
生
ま
れ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
保
延
七
年
の
こ
ろ

は
稲
岡
庄
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
だ
か
ら

稲
岡
庄
の
預
所
で
あ
る
明
石
定
明
と
い
う
人

も
存
在
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
国
家
の
役
人

で
あ
る
漆
間
時
国
と
荘
園
の
役
人
の
衝
突
と

い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

し
か
し
時
国
は
、
押
領
使
と
い
う
警
察
所

長
の
よ
う
な
役
職
に
あ
っ
た
た
め
、
悪
党
ど

も
か
ら
良
く
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
ろ
う
。
悪
党
は
自
分
が
悪
い
こ
と

を
し
て
財
産
を
没
収
さ
れ
た
の
を
逆
恨
み

し
、
集
団
化
し
て
急
襲
す
る
こ
と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
。
大
将
が
死
ね
ば
一
家
は
離
散
す

る
の
が
当
時
の
状
態
で
あ
る
。
漆
間
時
国
は

悪
党
ど
も
に
急
襲
さ
れ
、
そ
れ
が
も
と
で
命

を
落
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。

矢
を
つ
が
え
て
敵
を
狙
う
勢
至
丸
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14 日会（念仏と写経の会）

1、 日　時　　毎月第 3土曜日（8月はお休み）
　　　　　　　 午後 3時より勤行とお念仏
　　　　　　    （日常勤行式　浄土宗のお勤め）
　　　　　     引き続き　写経会　
　　　
2、 場　所　無量寺　2階　本堂にて
3、 参加費　無　料　
　　　　写経用紙（和紙）は準備しております。
　　　　（実費をお願いします。）
　　　　用具は各自お好みのもの
　　　　筆ペンを多少準備しております。
　　納経料　1巻　1,000 円をご志納下さい。
　（納経料は観音様建立の資金といたします。）
　無量寺の聖観世音菩薩は
筑後 33ヶ所観音霊場 18番札所です。

観音様のお体を鋳造する銅板の御志納も受付け
ています。銅板一枚　金五千円　

浄土宗～かるな～より

〜かぶとさつまいもの

豆乳味噌煮〜

＜材料＞
か　ぶ ・・・・・・・3個
さつまいも 小さめ・1本
だし汁 ・・・・・・適量
調整豆乳・・・・ 200cc
味噌 ・・・・・・・30g

　　【 作 り 方 】

1, かぶは皮をむいて 1cm厚の輪切りにする。
2, さつまいもは半分くらい皮をむいて、同じく 1cm厚の輪切りにする。
　鍋に 1と豆乳を入れて、ひたひたになるくらいだし汁を加える。
3, 火にかけて煮立ったら味噌を溶かし、具材が柔らかくなって煮汁が半
　分になるまで煮つめる。
　(7~10 分程度 ) かぶの葉があったら 5cm に切って 2 に加え、2 分煮
　て火を止める。

写真はイメージです。


